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空電研究所創立 15周年記念行事

空電研究所の宮制が昭和24年5月31日iζ発布されてか

ら満15年を経過したので，附和39年11月20日に記念行事

として，式典をtilllilしホテJレで行い，研究所内の設備を来

賓に供覧したー当日は快晴M嵐の好天で. 150余名の来

賓は熱心Ir設備を視察し，盛大な式典を挙げるととが出

来たのは幸であった.式奥は次の)1厨序で行われた

関式 空電研究所事務長

式辞 名古屋大学長

挨拶 空電研究所長

表彰(永年勤続者) 神藤英彦，高柳利男.

祝辞

閉式

加藤栄，加藤利郎，鳥居近吉，

大友喜太次，川崎勲

文部大臣

星合正治点京大学名誉教授

電気学会会長

電気通信学会会長

テレビジョン学会会長

エレクトロニクス協議会会長

祝電披露

空電研究所事務長

尚，式E干，後拶，祝辞lま次の通りである.

式 辞

名古屋大学学長 篠原卯吉

教授として赴任されてからも.ずっとその仕事を続けて

ζ られました

従って，空電研究所が戦後の昭和24年5月に発足した

11寺Kは，金原所長を中心とした我国の空電研究は，すで

に世界一流のレベソレに達していた訳であります.それ以

来，今日に至るまで，空電研究所が世界の研究をリード

する数身の輝かしい研究業績を発表して怠りましたζと

は，一つに金原所長の卓越した学識と指導力によるもの

と，私は常に敬服している次第であります.

又，他方.最近における学術研究の動向は，学問のあ

らゆる分野において研究者相互の緊密な協力体制を婆求

して参っておりますが，主幹い空包研究所が当初の二部門

による研究体制から現在の四部門へと発展し，優秀なる

研究者を多数集めておられることも，今日の研究を成果

あらしめたゆえんであり，名古屋大学の誇りとすべき ζ

とと存ずるのであります.

クラウサーは，天才は進路を見出すものであるが，こ

れを円滑なる大道にするには多数の有能人を待つ乙とが

必要である.と言っておりますが，空電研究所は正にと

れに相当するものであります.

本日の15周年式典を契機として，更に今後一層の総進

を期待して，私の式辞といたします.

挨 拶

空電研究所長金 原 浮

名古屋大学空電研究所の15周年記念式典に際し，式辞 本日，空電研究所創立15周年記念式典を行うに当り，

を述べる乙とは，私の光栄とするととろであります. 御多忙の折柄にも拘わらず，文郎省始め関係官庁，公社

空電研究所が，名古屋大学の附置研究所として設置さ ，会社，大学当局等から，多数の皆織が御出席下さって

れたのは，昭和24年のζ とでありますが，空電K関する 式典を盛大にして頂きました ζとは，実にありがたいζ

研究は，昭和3年K始まっておるのであります.すなわ とでありまして，私共一同深く感銘いたしております.

ち，当時逓信省工務局におられた金原淳氏が国際電波科 空電研究所と言う名前の研究所は，本邦でも，海外で

学連合第二回総会の直後からすでにとの研究に若手さ も，他にはありませんが，研究所の一部で活溌に空定の

れ，その後昭和14年名古屋大学創立と共に，本学工学部 研究を行っている処は，米国，ソEE.英国，仏国，オー
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ストラリア， ニュージーランド，独国，南亜連邦，印 や厚木飛行場を屡々訪れて，その指導に当っていました

度，スウェーデン，スウィス，伊国等，世界全土1(亘り が，東山の丘陵地は空電観測に不便な点から，太平洋地

観測所の数も，100!C近い数に透しています 域の司令官 Senter大佐と日本地域の司令官 Pryber中

空電と言うのは，富放電から発射される包・波で，マノレ 佐の骨折!Cよって，昭和22年4月23日，名古屋大学の空

コニが，1901年英国と米国の閣で無線通信κ成功した初 電研究lζ便ずる為IC，豊川の旧海宣工廠跡全域を占領解

めから注意されております. 当研究所は ， ~電の研究lζ 除しました.

始って.ロケットや人工衛星の飛ぶ字宙空間からの雑 文部省や大蔵省でも空電研究の重要性と名古屋大学の

音，太陽や銀河からくる雑音等，自然界が発する電波雑 業績を認め，工学部IC空電工学の講座を l講座宛設けら

音は，尽く ζれを捕えて，その学理と応用の研究をいた れましたが 2講座lとなった時，故田村春吉総長は，研

しておりますが，本邦lとおいて，夜、共が始めて空電の研 究所にすることを決意せられ，文部省でも，清水動二科

先に着手したのは36年前，昭和 3年のζ とであります. 学局長，次いで茅誠司科学局長の御骨折で，昭和24年5

昭和 2年iζ Washingtonで国際電波科学連合 (URSI) 月31日名古屋大学附置研究所としての空電研究所の官制

の第 2回総会が関かれましたが，その頃迄は，本邦では が出ました.当時主税局長であった池田勇人氏とその義

空電の研究が行なわれていなかったので，"!fi:， 米，仏， 兄の故大野敬{吉氏は，空電の第 1講座創設のはじめから

独等の一流国の中へ入って少しも発言が出来ませんでし 今日 lζ至る迄，予算をはじめ，前後 2回現れた研究所に

た.それで，私共は，当時の逓信省工務局において，乙 対する重大な難問解決に対して松坂佐一前総長と共IC大

れが観測及び研究を命ぜられ，落石，岩槻，大阪，京 変な御骨折を続けて頂きました乙とは，常K深く感銘致

城，大連.台北等内地及び外地全土1(亘る 6カ所の受信 しております

所で観測を始めました.電子技術については星合正治先 空電研究所設立に前後して，本邦における URSIの

生，雷雨，台風，前線等との関係については故藤原咲平 活動も活溌となり，新川浩，藤田徳弥，青野雄一郎，石

先生，報告の取まとめと発表については故長岡半太郎先 田亨，滝保夫，関英男，袈妾二三雄の諸氏と協同観測，

生の御指導に預りま して，昭和6年第1報を学士院の篭 協力研究を行った結果，昭和25年大戦後初めて日本が参

波研究会議から欧文で発表いたしました. 加した Zurichの URSI第 9回総会においては，昭和

当時は，英国及び仏国が空電の観測及び研究において 15年以来私共が研究した成果が高く評価された旨，出席

進んでいましたので，昭和10年から12年に亘り，現地に した皆さんから御報告を頂き，一同盗起した次第であり

おいて種々指導を受け，両国との研究連絡は昭和16年第 ます.

2次世界大戦が開始されるまで続きました. その後は，部門も次第に増設せられて，現在4邸門で

昭和15年には，名古屋帝国大学が創設され，渋沢元治 ありますが，空電のアジアにおける分布及び台風，冨

先生の御指導と御庇護の下!C観測の場所や陣容を整えて 雨，前線等との関係を早期IC明かにしたとと， 1958年の

参りましたが，適々同年，日本学術振興会の中IC故藤原 Johnston島における核爆発を世界で始めて空電により

咲平先生を委員長とする雷災防止委員会が生れ，無線工 採知した乙と，太陽面上の電波源の位置をオーストラリ

学，電気工学，気象学の専門家30余名が協同観測，協力 ヤと相前後して世界lと先がけて決定する方法を考案した

研究を行うととになり.大戦開始後間もなく，陸海軍も とと，在来本邦では，誰も成し得なかった富放電の先駆

参加して，昭和23年まで継続しましたので，私共が，在 放電の写真撮影1(成功したとと，本邦の様な低純度地方

来単独に行った当時iζ比べると，著しい発達を遂げる乙 では Whistlerや VLF放射の観測は不可能なりと世

とが出来ました.昭和15年IC空電の方位や波形を観測す 界的IC信ぜられていたのを破って観測し得たのみなら

るに当っては，測定機器は藤田徳弥氏がi設計製作し，特 ず，高緯度地方よりも高い精度において宇宙空間の電子

殊ブラウン管は，浜田成徳，高柳健次郎両氏が各独立に 密度，陽子の存在を明かにした為1(，欧米でも本邦lζ倣

工夫して造って下さったので，海外の様子が知られてい って，低緯度地方に観測所を造る様になったこと等は，

なかったにも拘らず，当時の世界のレベJレ!C遅れる ζ と 当研究所の特色を示す研究のー端でありますが，昭和32

なく，空電研究の先頭を進んで行くことが出来ました. 年からの国際地球観測年 (IGY， IGC， Post IGC) や

昭和20年10月には，進駐軍が私共の疎開先を訪ねて米 太陽極小期国際地涼観測年 (IQSY)と言った様な世界

て，米空軍の空電研究並に観測網計画について，相談を 的規模における協同観測に対しては，全員が参加できま

受ける様になりました それで，日比谷の明治生命ピJレ したので，予算及び人員の面で，少からず窓まれ，一同
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張切って研究や観測に当っております又，昨年9月 ゆみない努力を続けて乙られた結果に他ならないのであ

URSI第 14回総会が東京で行われた折も，全員の参加 ります.又，同時lζ，歴代学長をはじめ大学当局の熱意

を許され，空電及び太陽電波の会議において，親しく海 と，関係各機00団体の方々からの数々の御協力によるも

外の研究者と討議し1~ました ζ とは一同の感激している のと存じます

処であり，創立以来，特に URSI開催中立立にその前後 本日の式典をお祝いするに当り，皆様方の多年にわた

に訪れた多数欧米専門家と測定機器や観測結果を前lζし る御骨折りに対し，深く敬意、を表します.今日我国の科

て充分討議いたし得ましたととも，一同を強く刺激いた 学技術はその各分野を通じて，めざましい発展を遂げて

しました かくして只今快い岩IJ立15周年記念式典を迎え おりますが，特に当研究所の観杭研究は，組会文化の発

ましたが，乙れは決して私共だけの単独の力によってな 展に極めて重要な無線通信，気象観測等広い範囲Kわた

し得たものではありません 大学当局，文部省，大蔵省 って富接な関係、があり.国際学術共同研究，宇宙空間の

の直接の庇護と，郵改省電波監理局，電波研究所，通gf 開発にも資するととろが多く ，その観測研究の進展向上

省，日本放送協会，国際電信電話会社， B本電信電話公 Ir対して，学界並びに業界各方面から寄せられる期待は

社.中部電力その他の方々の温かい応媛によって得たも 極めて大きいものがあります

のである乙とを深く胞に銘じております. 私は，本日の式典を心からお祝いいたしますと共Ir，

今日15年を経て，第1期の計画を終りましたが，明日 所員各位が乙れを契機として，更に各自専攻分野の研究

からは，更に構想、を新たにして，第2期の研究活動Ir逃 lζカを注ぎ，当研究所iζ課された使命達成Ir努められ

進する覚悟でありますので，在来にも増した皆様の御指 て，広く各界の期待に乙たえられるよう希望いたしま

導と御俊助を賜りたいと存じます.御静聴ありがとう存 す

じます

祝 辞

祝辞
東京大学名誉教授星合正治

文部大臣愛知授ー
本B.空電研究所の15周年をお迎えになりまして誠Ir

本日，乙乙に名古屋大学空電研究所創立15周年記念式 お目出とう存じます.私は，実は，乙の席で，乙ういう

典が挙行されるにあたり，一言お祝いのととばを申し述 処に立ってお祝いの言葉を申上げる積りは毛頭なく，金

べます. 原所長に直接お自にかかって，直接一言お目でとうと言

当大学における空電研究の歴史は，つとに大学創立の う乙とを一言心から申上げる積りで出て参りましたので

当初にはじまり，その後多年にわたって幾多の貴重な研 あります.と ζろが，どういう風の吹き回しか，篭波が

究成果をあげて乙られたのであります.当研究所は.す ずーと，ど乙からか来たせいか，どうか知りませんが，

なわち，乙れらの輝かしい研究業績を基礎として，昭和 是非ζ 乙で一つお祝いの言葉を，述べろと言われて，立

24年iζ大学附置研究所として創設されたものでありま ったのであります.そういう訳で，只今は，文部大臣か

す.本来，空電や太陽電波をはじめ，超高層大気におけ ら，非常に，何と申しますか，心の乙もったお祝いの言

る電波の観測研究を行ない各種電波の諸特性の解明や字 葉がございまして，それに対して，その後を私は何を申

宙構造の研究のー端を担う等広範囲にわたって独創的な 上げるととも，何も無いのでありますが，只，私の本当

研究を活発に展開し，その成果は内外学界から高く評価 にうれしい気持を，一言述べさせて頂くに止めたいと存

されて来たのでありまして，当研究所が創立以来，大学 じます

の発展と学術研究の向上lζ貢献された業績は，極めて顕 実は，私は，どうも年をとって参りまして，ζこには

著なものがあります.このたび創立15周年を迎え，記念 私より大分先鐙の方もおいでで，そういう方の前で，ζ

式典を挙行されます乙とは誠に慶賀に携えません 当研 ういう事を申し上げるのは，誠K申し訳ないのですが，

究所が今日世界有数の研究所として，確固たる地歩を築 つい昔話になります.大正11年，私は大学を卒業いたし

き，ますます隆盛に向かいつつあるととは，ひとえに創 ますと，はじめて，その当時は人使いが荒かったので，

立の当初乙のかた金原所長を中心として所員各位が，絶 大学を卒業したら，すぐ教埠に立たされたのでありま
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す.その時入って来たのが，紅ffJ1の，今なら中学校の子

供でもかけない様なカバンを，乙う厨からかけて入って

来たのが，金原少年でどざいまして，それ以来40何年，

ずーと今日迄.実は，親しく願っているのであります.

その金原さんがζの研究所を始めて15年になる.前iCも

一度お邪魔して，拝見した乙とがあって，そのやり方を

拝見しますと，とれは大変なととだ，つまり，どζかか

ら、品物を金で貿って来た物を，乙乙iC位いて，針が曲

っているのをまっすぐにしたという様なのではなく，根

底から，自分述の力で，ものを造って仕事をするという

心の，何と申しますか，金原さん一流の頑張りの研究の

やり方を拝見して，乙れは大変な仕事だと，その時に感

じたのであります.今度，ずい分経って，とちらにうか

がって見ると，前KI援をかけた数与の研究が行われ，し

かも施設といたしましでも，日本第 1のこの方面の施設

が全部乙乙におかれている.しかも，その内の半分位は

御自分迷の手でお造りになったのであります.本当lζ，

拝見しまして.何とも言葉iζ尽せない感認止を覚えた次第

であります.

乙う言う事を申して.或は当地の方には，申し訳ない

かもしれませんが， 当~川市は ， 日本の中では稲何様で

有名でありますけれども，海外lζ星雲りますと，むしろ，

~)l!~'ま空電研究所によって世界IC知られていると言っ

て良いかと思います.その研究は.日本の我々だけの，

何と申しますか，責任，或は立場でする仕事ではなし

むしろ，現在では，全地球上.全世界の人類の為の仕事

その内の一環を， ζ乙が但っているのだという乙とを，

ハッキリ認識させられた次第であります.今日迄，色々

の困難，先程のお話しにもありました様K.金原所長は

じめ皆様の色々など苦心ど苦労があったお話もうかがっ

ています.今後一層，乙の仕事が発展いたします械，そ

してまだまだ色キな困難があるかも知れませんが，私は

それらの困難を克服して仕事をされます様，心から念願

申し上げる次第であります.

先程，何か芳名録というものを出されて，何か'dけと

言われたので，何か考えて，一言か何かなし、かなあと患

って，心IL浮びました乙とを、一寸恥ずかしいですが，

f執念、の研究， ド線性の研究や，秋の空J.金原さんに

進呈いたします.どうもおめでとうどざいます.

祝 辞

社団法人電気学会

会長井上五郎

本日乙 ζlζ名古屋大学空電研究所創立15周年祝賀パー

ティーにお初きを頂き，一言御祝辞を申し上げます乙と

は，私の最も欣快と存ずるところでございます.

本空電研究所は，昭和24年5月発足以来. r空電」と
言う科学の基礎的分野lとあって，地味な，しかしi'i:い努

力を重ねられた結果，今回世界lζ誇る立派な研究所とし

て内外に認められ.またその信頼度の高い優れた業績が

深く科学の発途に役立っている乙とは，紘lζ皮祝の次第

と衷心よりお祝い申し上げます.

本研究所開所以来.15年の長年月の悶lζは，有I々 の困

難や御苦労も多かった司王と推築いたしますが，それらの

障害を克服し，研究の成果を一歩一歩着実IC推し進めら

れた成果は.枚挙lζいとまがありません.

就中. r先駆放電の写真分析Jの成功は，全世界の科
学者iζ高く評価され，とりわけ屯気事業の笛害対策にお

りる前進の大きなきっかけとなっておりますー

又一方. r超短波領域空電強度の統計的測定」は，米
国 IBM社の観測と共iζ極めて高山価値を持つものであ

ると伺っております.その他「マイクロ・波領域における

太陽句波の高精度観測」あるいは「低級度地方における

ホイッスラーや超長波放射の観測Jの成功等斯界の最先

端を閥妬したもので，何れも当研究所の誇るべき数々の

業績と申し上げるべきでありましょう.

更に昨年9月lζ*京において開催されました国際電波

科学迎合第14回総会におきましてな，金原所長をはじめ

とする所員の皆嫌がいずれも空電分科会の主要なメンパ

ーとして精力的な活動ぶりを示され，引続いて同総会出

席者の多数が当所を訪れ，数日を貸して所内の見学，討

議を行い，当研究所が良く組織化されており，測定機器

の精度も極めて高く ，栄絞の大きな事K更めてさんたん

して帰ったと聞き及んでおります

ζの微な輝かしい数々の成果をeyられました本研究所

の栄誉もーに金原所長を中心とする所員各位のたゆまざ

る努力の賜と敬服いたしておる次第でございます そし

て更には，今後の研究につきましでも「宮放電機織の解

明」あるいは「超高層物理の探究J又「銀河雑音と惑星

空間の研究Jなど来るべき字宙時代lζ従来K勝る立派な



成果を挙げられる乙とを期待いたしたいと存じます.

以上f世辞をもちましてお祝いの言葉といたします.

祝 百平

社団法人電気通信学会

会長小 林 宏 治

本日.名古屋大学空電研究所の開所満15周年記念式典

が挙行されるに当って，電気通信学会を代表して，と乙

iζ祝辞を述べる機会をfSました乙とは.私の最も光栄と

すると ζろであります

私lま，乙の研究所の沿革を拝見して，我国における空

電研究の歴史が古いととと，現在との研究所における各

部門の組織と，その取扱っている学問の分野の広いこと

とに今更ながらに驚いた次第であります.

私は.我国における空電の研究を昭和3年から今日ま

で36年間の発達史として，次の三段階IC分けて考えて見

たいと思います.

j;j'{ーは，昭和3年から昭和20年終戦までの17年問。

第二は，終戦の秋10月から昭和24年5月乙の研究所の

関所までの5年間.

第三iま，乙の研究所の発足から現在までの15年間.

であります.

第一の段階は，所謂，空屯研究の草創期から幾多の諸

先輩が未知の学問の分野IC取組まれ， 実 ICtI~皇な研究の

結果.世界のトップクラスのレベルまで盛上げた時代で

あると考えます

第二の段階は，不幸にして，我々は敗戦の破局lζ直面

して.いかにして立直るかと言う.見IJの;翠味lとおいて関

係、当事者が最も悪戦苦闘された時代かと考えます.

第三の段階lζ至っては，既にとの研究所の研究成果は

高く評価されており，文部1'i当局においても空m研究の
重要性をお認めになって.乙の研究所の誕生となり，今

日乙の研究所の隆昌を見るに至った時代であると思いま

す.

空包の研究には，関連する学問の分野も無線通信工

学，地球物理学.気象学.天文学，宇宙空間物理学等，

頗る多岐に豆るものであって，それぞれの協力なくして

は完笠な研究成果は望めないと恩います.

今や，ζの研究所は，四部門iζ分れて，それぞれ緊密

な連繋のもとに着々と大きな業絞を挙げられております
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乙とは，誠』乙慶賀の至りに堪えません.又同時1C)II!lCも

述べました様IC三段階を通じて諸先11<..関係当事者並に

向学の方々が捧げた御努力に対して満股の敬意を表する

ものであります.

今後ますます，深遠な学問の未知の分野を開拓され.

乙の上とも， ζの研究所が発展される乙とを祈念して，

私の祝辞といたします.

祝 苦手

社団法人テレビジョン学会

会長高 木 昇

本日乙乙iζ名古屋大学空電研究所が，関所15周年を迎

えられます乙とは，誠l乙御同慶lζたえません.

かえりみますと，当大学は.つとに東山IC観測所を設

けて空包の研究を進めておられましたが，空電観測は，

もとより天体電波の観測等のために，不用電波の妨害を

受けない，広大な観測所を必要としたので，戦後.i1川

の海軍工廠跡に若目され，戦火』とより無残に磁波された

残存建物を修復し，ζζ』ζ空電研究のための観測研究用

施設を作られ.あらゆる不伎をしのんで空電研究所の建

設に努力されました.その後.当研究所は，着々研究の

成果を挙げられ，その貢献すると乙ろは誠に大きく ，岡

本国内はもちろん，全世界iζおよび，今や空電研究所を

中心とする日本の空電研究は，世界l乙抜きん出て，高く

評価されるに至っております

所長の金原先生は，逓信省在職rわから空電の調査研究

を推進され，空電波形の観測から笠宮発生源としてのffi

放電機構と長放の伝燭機構の研究など気象現象，空中電

気，地磁気等の地球物理現象，高圧放電機構，電波伝揺

現象等の分野の研究lζ活動され，名古屋大学』ζ来られた

後は，新進研究者の育成にも努められました.当研究所

の国際的な学会活動は，主として URSIをiiTiじて行・わ

れ，その成果によって金原先生は，昨年の URSI総会

で空電研究を取扱う第4分科会特別委員会の委員長に選

任されました.

以上の様IC.先生を中心とする空電研究所は.今や名

実共lζ世界の空電研究所となった訳でございます.我闘

にもエレクトロニクス関係の研究所は.たくさんありま

すが.空電研究所の様に地味な研究を其患な努力で縫し

進められ今日の評価を得られたととは.~成に我々の範と
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すべく敬服にたえないところであります.今後共，その 宇宙空間物史II学等，広範の科学研究に偉大な貢献をもた

熱意と協力を一層高められ，ますます発展されますよう らしつつあることは，過去における国際地球観測年，或

お祈り申し上げて祝醇といたします. は太陽極小期観測年等数々の国際的研究における当研究

祝 辞

エレクトロニクス協議会

会長浜 田 成徳

本日 ζ とに名古屋大学空電研究所開設15周年記念式典

の開催IC当り，祝辞を述べる機会を得ました乙とは，私

として誠に喜びlζ堪えない次第であります.

我国における空電の研究は，昭和3年，当時過信省工

務局lζ勤務しておられた現研究所長金原淳氏の研究必手

によって始められたもので，無線通信iζ及ぼす空電の妨

害除去に端を発し，爾来，空電波、の分布と気象現象との

関係、の究明，港雷の先駆たる放電の写真分析，或はマイ

クロ波傾域の太陽句波の高精度の観測等，絶えず氏を中

心として研究が進められ，その成果は，今日官界一流の

域に迷せられているのであります.とれらの研究が銀総

通信工学をはじめ，気象学，天文学，地球物理学，更に

所員各位のど活動lζ明らかなとζろでありまして，又，

ζれらの国際観測への参加によって，当研究所負一同の

研究及び観測技術等の水準の高さを世界IC示したもので

あります ミローマはー自にして成らず‘といいます

が，科学技術の発展乙そ，まさに一日にしてその成果を

得る乙とは望み~ないのでありまして，多年iζ亘る研究

とその研究を助長発展せしめる笠餓な土機がまた必要で

あります.当研究所が今日の発展と充実を遂げ得ました

その背後lζは，昭和3年以来.35年IC及ぶ金原所長の科

学研究IC対する不続不屈の信念と努力と共IC.研究所開

設以来乙れlζ診加された所員各位の献身的努力および乙

れらを理解し，俊助の手を差しのべられた関係当局の施

策が必要であったのであります.

今や科学技術の発展が世界人類の幸徳と平和維持のた

めにi!!tlり知れぬ頁献をなす乙とは，ど存知の通りであり

ます.当研究所の研究が無線通信工学，気象学，或いは

天文学等その関連する科学技術の分野において，人類の

幸福と世界平和の維持のため，より偉大なる業績を挙げ

られるよう所長はじめ関係各位のど努力をお願いいたす

次第であります.


